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 市民のスポーツ活動の推進 

はもとより、スポーツコンベ 

ンションによる新たなにぎわ                      みとちゃん             

いや交流を創出することで、 

中心市街地をはじめとした地 

域経済の活性化を目指す。 

 あわせて、運営ボランティ 

アやランナー応援隊の多様な 

活動により、あたたかなおも 

てなしを実現している。 

２ 水戸黄門漫遊マラソンの開催  

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  2019(平成31)年にいきいき茨城ゆめ国体・いきいき茨城ゆめ大会が開催される。 
 
 市民がトップレベルの競 
技スポーツに触れるだけで 
なく、水戸の魅力を全国に 
発信できるようハード・ソ 
フト両面から準備を進めて 
いる。 
 また、大会運営や情報支 
援ボランティア、おもてな 
しなど県民・市民一人ひと 
りが様々な形で参加するこ 
とで、感動や喜びを共有し 
ていく。 
  
  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

  

  
  

現況と課題  

➢社会を取り巻く環境が大きく変化する中、余暇時間の拡大・健康志向の高まりやラ
イフスタイルの多様化により、スポーツに親しみながら豊かなライフスタイルを送りた
いという市民意識が強まっている。 

➢一方で少子高齢化・コミュニティ意識の希薄化により、市民運動会などの各種大会
への参加者が減少している。 

➢新たなひとの流れを呼び込むため、にぎわいや交流人口の創出に向けた方策の一
つである「スポーツコンベンション」を推進する必要があり、その拠点となる施設の整
備・充実が不可欠である。 

➢多様化するニーズに対して市民との協働により応えていくために、スポーツ指導者
やボランティアなどの人材確保や資質の向上などの課題がある。 

水戸市 

いつでも どこでも だれでも いつまでも 

スポーツを楽しめるまち・水戸 

これらを踏まえ全ての市民が、生涯にわたり様々なかたちでスポーツに親しみ、健康
な体と心で豊かな生活を送ることができるよう 

 を実現するための様々な施策を展開し、「するスポーツ」「みるスポーツ」「ささえるス
ポーツ」の充実を図り、生涯スポーツ社会の実現に向け、様々な取組を推進していると
ころである。 

３ 第74回国民体育大会・第19回全国障害者スポーツ大会  

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
    
    
    
    
    
  
  
 
 スポーツフェスティバル 
の開催においては、レクリ 
エーションを通じた健康づ 
くりや市民の親睦を深める 
ため、気軽に楽しめる様々 
な種目を実施している。 
 また、市内各地区におい 
て、スポーツ活動の促進に 
向けた実技指導だけでなく、 
地域スポーツの拡大・発展 
に貢献いただくなど、多様 
な活動に取り組んでいる。 
 
  
  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

  

  
  

１ スポーツ推進委員との連携・協働 



  

  
  

  

 いきいき茨城ゆめ国体・いきいき茨城ゆめ大会の会場となる水戸市民球場や東
町運動公園新体育館をはじめとした施設の整備等により、スポーツの振興とあわ
せて、新たなにぎわいの創出や交流人口の増加につながるスポーツコンベンショ
ンの推進にも取り組んでいく。 

６ 各種スポーツ施設の整備・機能強化  

   
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 これまで週末のイベント利用がメインであった中心市街地の広場において、 
  
 
 茨城ロボッツが運営する新施設が９月にオープンした。テント型アリーナ
（バスケットボールコート１面）をはじめ、カフェや多目的スタジオで構成す
る施設を活用しながら、官民協働による新たなにぎわいづくりを目指している 
 

【今後の取組】 

・スポーツ文化の醸成を図るため、にぎわい創出事業・社会貢献活動等を実施 

 することで、スポーツを通じたまちづくりを推進する。 

 

・茨城ロボッツの練習の場として活用するほか、 

 スポーツを通した子どもたちの育成を図る。 

 

・茨城ロボッツ及び市の 

 ＰＲに資するプロモー 

 ション活動や紹介パン 

 フレットの制作 
 

  
  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

７ まちなか・スポーツ・にぎわい広場（Ｍ－ＳＰＯ）  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  
 
   
 
 
   

  学校法人梅村学園と連携協 
力協定を締結している。連携 
事業の一つに「スポーツに関 
すること」を掲げている。 
  
  

【平成29年度の取組】 
 中京大学卒業のオリンピッ 
ク競泳メダリスト松田丈志さ 
んを講師に招いて、スポーツ 
講演会を開催し、世界トップ 
レベルアスリートと交流する 
貴重な機会を提供する。 
  

 

  
  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

４ 学官連携事業によるスポーツ振興事業  

  
   サッカーＪ２の水戸ホーリーホックと連携しながらホームゲームへの誘客促進や地域

交流事業等、ホームタウン推進活動に取り組んでいる。また県内唯一のプロバスケット
ボールチームである、Ｂ２の茨城ロボッツとも連携し、地域貢献活動に取り組むなど、
市のイメージ向上にも繋げている。 

  

  

  

  

  

  

  

  
  

５ プロスポーツチームの支援を通じたブランドイメージの向上  

水戸市 


